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【夏 季 研 修 会】 
 
日時 平成２４年７月７日（土） 

於  東京女子大学７２年館２階集会室  

＊講演要旨(３ページ) 

＊夏季研修会の感想を下記に掲載 

 
 
 
プログラム 
◇１１時半～１３時 

昼食・懇親会 
◇１３時半～１５時半 
 ｢遊びから入る数学｣ 

 手を動かし頭を動かして知的教育玩具を作ります。 
出来上がった玩具は、幼児から大人までそれぞれの 
数学レベルでそれなりに面白く遊べます。お子様、
お孫さんも、もちろんご本人も楽しめます。それは、
その玩具の奥に深い数学的裏付けがあるからです。 
楽しみながらどのくらい奥まで探ることができるで
しょう。 
           埼玉大学経済学部名誉教授 
              日本数学協会副会長 
                  岡部恒治氏 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

講師紹介 

◇岡部恒治氏 
数学者。現在、埼玉大学名誉教授。独自の算数・数学教育
を実践し、体感型ミュージアム「リスーピア」を監修。著
書に、『分数ができない大学生』（東洋経済新報社、この本
で 2006 年に小川洋子さんなどと同時に数学会出版賞を受

賞）、『通勤数学 1日 1題』（亜紀書房）、最近『身近な数学
記号たち』(オーム社)を書き上げた。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
【夏季研修会に参加して】 

「遊びから入る数学」 

茶圓幸子(S44) 

在学中、私たち数理学科の何人かは、「都数集（東京
都数学科学生集合）」という集合に参加していました。
都数集ではいろいろの大学の数学科の学生がいろいろ
な自主ゼミを行っていましたが、東京女子大ではトポ
ロジーのゼミを行っていました。そのメンバーのお一
人が岡部恒治先生でした。私たちより 1学年上でいら
したので、仲間というより、教えてくださっていまし
た。当時から岡部先生は、立体図形やゲームなど、遊
びの中の数学をよく教えてくださいました。 
 その後、私が高校の教師として現職であった頃に、
教科書の編集者としてお名前を見つけたり、様々な研
修会や講演会でお会いして、そのご活躍を拝見してい
ました。 
昔と変わらず、手と頭を使って遊ぶ楽しいものでした。 
 今回も作業中心の講演で、2種類のおもちゃを作りま
した。 
１． 「裏返しパズル」 

表が赤、裏が黄色の固い画用紙 16個の直角 2等
辺 3角形の型紙と、作り方のプリントが用意され
ていました。この画用紙の型紙の 4個をセロテー
プで合わせ正方形を作り、それを 4つ並べてまた
セロテープでつなげて輪にしたものを作ります。 
この輪を裏返すのです。すべての辺の長さを考え
ると、ぎりぎりの長さでやっと裏返せるので、裏
返すのは大変です。 
1回成功しても、もとに戻せない、すなわち 2

回裏返すことができませんし、裏返し方を 1 , 2
回説明されただけではできません。 
お土産として、直角 2等辺 3角形の代わりに、

直角 3角形 4つを合わせたひし形を 4つ並べて輪
にする型紙を頂きました。 

２．「たたみかえ折り紙 6角形」 
   正 3角形 10個が並べて描かれた帯のような設計

図が用意されていて、この設計図を山折り 1回、
谷折り 2回で正 6角形に組み立てて、貼りあわせ
ます。 
 
 
 

 
 
これは、裏表のない曲面として有名なメビウス

の輪の長さを小さくしていき、最後に平面になる
ように折りたたんだものがもとになっている、ト
ポロジーの理論を応用したおもちゃです。 

      この、組み立てられた正 6角形の 1つの正 6角
形の面を面①とします。裏側にもう１つの面があ
り、これを面②とします。また、最初の正 6角形
の中心から開くとまた違う面③がでて、合計 3つ
の面がでる 3面折りです。 

    3面折りの次には、6面がでる 6面折りに挑戦し
ました。 
6面折りは、なかなか 6面がでなくて、でも、3角
形の中を見るとまだでていない面の一つが見えて
いる、なんだかそのでない面が不思議な異次元に
思えたりして、遊びながら、数学の奥深さを体験
した気がしました。 
お土産に、5面折り、7面折りの設計図がついて 

いました。 
 
どちらのおもちゃもお土産を頂きましたので、皆様、

家で続きをなさったそうです。 
「裏返しも、壊れてしまうほどやって習得しました。

手を動かしていたら、癒されて気持ちが落ち着きま
す。」という方もいらっしゃいました。できないとおっ
しゃって、私のゼミの時にお持ちになった方もいらし
て、さすがに数専会の方々は好奇心旺盛だなと思いま
した。作業時間を減らして先生のお話をもっとお聴き
したかったという声もありました。 
先生ご自身も、予定していたのにできなかったこと

があり、それがお心残りだったそうです。 
3角柱(上面 3角形は斜めで、その頂点の高さが各々

a,b,c 底面積 S) の体積 =（a+b+c）S/3 の模型をお
持ちで、その説明をなさりたかったということです。 
この公式は、正 n 角柱に応用できて、中学入試用の

塾でも使われているのを見ました。 
続きのお話しをうかがうために是非また講演をお願

いしたいと思っています。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
夏季研修会の詳細はホームページをご覧ください。 
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遊びから入る数学 

(岡部恒治先生ご寄稿による夏季研修会講演要旨) 

 

 

Ⅰ 裏返しパズルで遊ぶ 

まず、裏表のある正方形の厚紙４枚を用いて、パズルを作ります。手順としては、ま

ず4枚の正方形に2本の対角線をひき、その線に沿って16個の三角形に切り抜きます。 

そして、その三角形４個ずつを隙間をあけてセロテープで貼り 4つの正方形に戻します。

その正方形をセロテープでつないで輪のような形にします(図 A)。 

  図 A       図 B 

遊び方：三角形の部分は曲げないで、セロテープのところで曲げて裏返しをします。 

Ⅱ これを少し変形して私たちが作ったパズル 

   厚紙を 8枚の長方形にして、４つの菱形ができるように切ります。それをつなげたも

のが私たち(染谷・岡部・長谷川)の提案(図 B)。ほんの少し手を加えただけで様相が一

変します。 

   以上 2つのパズルは、それを解く中で、図形の対称性の利用と解いたときにそれを

発表するための論証的な訓練に役立ちます。 

Ⅲ たたみかえ折り紙 6 角形 

   長方形の紙の両端を普通にくっつけると帯になります(Ⅰで作ったものもその一種)。 

 これを 1回転半してくっつけると、リサイクルマークをつないだ帯ができます(図 C)。 

      

    図 C                      図 D 

この帯の端は、最も基本的な結び目である三つ葉結び目が出てきます。 

 この長方形の幅を目いっぱい広げてつなげたものが面白い性質をもつのです。長方

形を 1回転半してくっつける操作は、なかなか難しいものですが、図 Dのような三角

形 10 個からなる平行四辺形を谷・山・谷の順に折って、両端を入れ替えてから、最

後に両端の三角形をくっつければ、作ることができます。 

できたものは正 6 角形になりますが、その名のとおり「たたみかえ」をすると別の

面が出てきて、子どもたちを驚かすことができるのです。図 Dの型紙からは 3つの面

を出すものができます。でも、3つの面だけではすぐ飽きるので、今回はさらに 6つ(あ

るいは７つ)の面を出す形を作りました。 
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【数 専 会 の あ ゆ み】 

＊数専会歴代会長 
第１代 故豊泉しげ氏 
第２代  山下タミ氏  
第３代 故豊泉しげ氏  
第４代 故中屋澄子氏  

第５代  溝口雪恵氏 
第６代 故清水千代氏 
第７代  寺田陽子氏 
第８代  山本静枝氏 

第９代  矢矧かつ子氏 
第１０代 高橋美保子氏 
第１１代 飯山良子氏 
第１２代 多羅尾千恵氏 

◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇ 

    数専会のあゆみによせて 
第１２代会長 多羅尾千恵(Ｓ４３) 

 数専会との出会いは、約３０年前のこと。神谷町で開

かれていた「マイコン研究会」に参加。矢矧先生はじめ、

先輩や後輩の方々とのパソコンでの楽しい勉強会を思い

出します。しばらくして、数専会のパソコンが、同窓会

館の２階に、プリンターと共に登場。今にして思えば、

女子大の先生方や矢矧先輩など、数専会の大勢の皆様方

の尽力により、実現したのです。それから、まもなく、

勉強会のメンバーによる、数専会名簿の入力など、いろ

いろと協力しました。パソコンで管理されるようになっ

た数専会名簿は、「数専会だより」、「研究部のお知らせ」、

「総会のお知らせ」の発送の折、宛名シールの印刷で活

躍しました。数理学科の先生の依頼で「数専会で教職に

就いている方の名簿」を印刷したこともあります。その

当時は、庶務の仕事で、常任幹事では、最年少でした。

Ｓ４９年卒の方が加わり、ほっとしたのを覚えています。 

 その頃始まった「パソコン教室」で、しばらくお手伝

いをいたしました。老親の遠距離介護で、１０年余りが

過ぎ、ほっとしたところで、再び、数専会に呼び戻され、

またまた、同窓会館通いが始まりました。 

 会長時代は、数専会での楽しい思い出の恩返しのつも

りで、「夏季研修会」、「秋の講演会」、「園遊会のバザー」、

「総会」の４つのイベントと、「数専会だより」、「研究部

のお知らせ」、「総会のお知らせ」の発送を、常任幹事会

で検討しながら、幹事の皆様と共に、協力してやって参

りました。その間に、いくつか改革を試みました。 

その１ 「数専会だより」が縦書きから横書きへ。（広

報さん 有難うございました） 

その２ 「研究部のお知らせ」「総会のお知らせ」を「は 

がき」2枚から封書１通へ。 

    その結果 Ａ４用紙で字が大きくなり、見や 

すくなりました。 

    郵送料が大幅に節約。発送作業も、随分楽に。 

その３ 同窓会のご協力のお蔭で「ゆうメール」に。 

その４ 封筒の表書きを一新。（新しい封筒で届きまし

たら、よーく見て下さい。） 

どんなことも、「常任幹事会」で検討を重ね、智恵をしぼ

り、幹事の皆様の協力のもとなんとか乗り切ってきまし

た。本当にお世話になりました。有難うございました。 

これからの「数専会」を、今まで以上に、応援したいと

思います。若い方々のご協力を切にお願いいたします。 

 

◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇ 

「高村ゼミの近況とお誘い」 
大島治美(Ｓ５２) 

高村ゼミは１９８３年に開講しました。今年度は２９年目に

なります。月１回 2時間の定例会で今までに１２冊の数学の本

を読んできました。平均すると１冊に２年半かかっています。

「卒業」がないので、気長にじっくり一冊一冊の本に取り組ん

できました。高村先生のご高著「関数解析入門」は先生に助

けて頂きながら５年かけて読みました。先生は私たちの初歩

的な質問にも丁寧に答えてくださり、少しでも分かり易くと、詳

しい証明のプリントを作ってくださいます。１枚のプリントにも

学ぶことがたくさんあります。大学を卒業後も、このような学ぶ

場、数学に親しむ場があるのは、本当に恵まれていることと感

じます。 

今年度から新しいテキストを読み始めました。これまで「常

微分方程式」や「関数解析入門」「結び目理論入門」など理論

を学ぶ本が多かったのですが、今回のテキストは時代背景を

考察しながら数学を眺望するという「数学の流れ３０講」（志賀

浩二著 朝倉書店）です。高村ゼミではおなじみの３０講シリ

ーズのひとつで 

上 ―１６世紀まで― 

中 ―１７世紀から１９世紀まで― 

下 ―２０世紀数学の広がり― 

の３巻がそれぞれ３０講から成っています。「数学とはどのよう

な学問なのか、それはどのように育ってきたのか、数学の流

れに舟を浮かべ世界の歴史の変遷を季節の移ろいのように

見て、そこに展開していく数学の風景を眺めながら川を下っ

ていく。数学の細かい内容にあまり立ち入らずに、読者と一緒

に数学の眺めを楽しんでみたい。」という意図で書かれていま

す。著者の広汎で豊富な知識と、珠玉の文章も魅力的です。

名前だけは聞いたことのあったエジプトのリンド・パピルスやギ

リシア時代のユークリッドの「原論」など、図書館で探して初め

て手にとって「こういうものだったの！」と、はるか遠い昔の

人々の考えたことが古ぼけることなく今でも通用することに、

皆で驚いたり感心したりしています。２０世紀へ向かって数学

がどのように発展していくのか興味が湧きます。テキストを読

み終えたとき数学の見方が変わっているかもしれません。 

 ゼミは輪講で進められています。皆で読むことで、一人では

読み飛ばしてしまうところを注意深く読むことができますし、曖

昧なところや分かったつもりになっていたところが明らかになり

ます。 このテキストをもとに、私たちはかなり自由に舟の速度

を変えながら流れを下っています。図書館やインターネットを

活用して自分が興味をもった事柄を詳しく調べたり、省略され

ている証明を補ったりといろいろな方法で読み進めています。

数学にまつわるあまり知られていない話を聞けるところにも皆

で読むおもしろさがあります。 

 定例会は月１回（第３火曜日）７２年館で行なっています。い

つからでも参加可能です。一緒に数学の眺めを楽しんでみま

せんか？ 
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【今様今昔物語】 

北川 道子(S54) 

早いもので、大学を卒業して 30 年以上経ってしま

いました。その間、一度転職をしたものの、一貫して

IT企業で｢会社員｣をしてきました。｢一貫｣というとえ

らそうですが、淡々と日々こなしているうちに、いつ

の間にやら 30 年以上経ってしまった・・・というの

が実感です。 

仕事としましては、最初はプログラマーとして入社、

その後、様々な製品の性能や使い勝手のテストや評価、

データベースの技術者、テクニカル・セールス、セー

ルスの後方支援を行うチームの取りまとめ、セールス

や技術者のスキルアップ支援などを行って現在に至っ

ています。 

また最近は、社内のキャリア・コンサルタント・チ

ームの一員として社員のキャリアの悩みを聞いたりも

しています。 

ところで、この 30 年余りの間に仕事を取り巻く環

境が著しく変わりました。10年一昔とはもうかなり前

の話。最近は 5年・・・いえ 3年一昔くらいの感覚で

しょうか。そんな変化をちょっと振り返ってみたいと

思います。思いつくままとりとめのない話になってし

まうかもしれませんが、ご容赦ください。 

 

～仕事を取り巻く社会環境の変化～ 

私が社会人になりたての頃は、まだ求人も男性と女

性に分かれていて女性は残業時間にも制約が大きく、

給与体系も異なっていました。雇用機会均等法ができ

て、(少なくとも表面上は？)そういったあからさまな

男女格差はなくなりました。最初に勤めていた会社で

事務職の女性が退職された後、技術職の女性達に朝の

お茶入れをして欲しいと課長に言われたときに仲間と

一緒に激しくたてついて課長を困らせたのも懐かしい

思い出です。 

当時は、結婚退職、あるいは子供が生まれたら退

職・・・というのが一般的でしたが、先輩方の努力の

積み重ねもあり、今では子供が生まれても上手に周り

の協力を得ながら、仕事を続ける女性も増えました。

ワーキング・マザー達の集中力や柔軟性、気持ちの切

り替えの上手さなどは見習うところが多いと思ってい

ます。 

～仕事環境の変化～ 

仕事を始めた頃は、まだ大型コンピューターの時代、

それもまだ入力にカードを使っていた時代でした。新

人の朝一番の仕事は、夜の間に出力されたプリントア

ウトと入力カードの束をマシン・ルームから運ぶこと

でした。作ったプログラムのテストも、実機に掛けら

れるのは多くて 1日に 2回程度でしたので、できるだ

けミスなく流すために｢机上デバッグ｣は欠かせません

でした。こんな言葉ももう死語ですね。 

少しして、日本語のワープロ専用機が 100 万円を切

った・・・と話題になったのをうっすらと覚えていま

す。今ではレポートもメールも(この文章も！)みんな

パソコンで活字にできるので、下手な字を見られなく

てすむようになったのはありがたいことです。 

今やインターネットや携帯電話のおかげで、どこで

でも仕事ができるようにもなりました。会議やセミナ

ーの形態もずいぶん変わり、電話会議、Web 会議、セ

ミナーのリモート参加も増え、逆に会議やセミナーの

ための出張は激減しました。昨年 3 月の震災直後、予

定していたセミナーの外人講師が来日を不安がったた

め、アメリカやインドからの講義となりました。時差

の配慮は必要でしたが、まぁ何とかなるものです。 

ただ、どこででも仕事ができる代わり、どこまでも

仕事が追いかけてくるのは困りものです。パソコンや

スマートフォンがあれば、かなりの仕事はこなせてし

まいます。長期の休暇中も、戻ってきた時の未読メー

ルの山を思うとついついノートパソコンを開いてしま

いがちです。 

仕事のスピードは、世の中の変化のスピードと同様、

どんどん速くなっていますし、仕事のやり方や求めら

れることも日々変わっています。その変化とスピード

に適応していくことを常に求められるわけですが、誰

もがそれについていくことができるわけではありませ

ん。便利さの裏でストレスを抱えてメンタルな病に苦

しみ、仕事を休まざるを得ない人が増えているのも実

態です。 

～就職活動の変化～ 

今は長い｢氷河期｣にあるようですが、今ほどではな

いものの、私達のときも｢土砂降り｣と表現されていま

した。 

就職活動（今はシューカツ？）も、私達の頃は 4 年

生の 10月 1日が会社訪問解禁、11月 1日が試験解禁、

という協定がありました。今は、それが 3 年生にまで

早まっています。募集を知るのも今はインターネット

がほとんどでしょうが、当時は学校に紙が張り出され

るのが主流でした。そんな中で応募するのはせいぜい

数社～10社程度、今はエントリーシートを数十社、多

い人は 100社くらいに送るのも珍しくない様で桁が違

いますね。今は情報量が多い分、それを見極めること

も難しくなっているでしょうし、迷うことも多くなっ

ているでしょう。情報は少ないのも困りものですが、

多すぎるのも悩ましいですね。 

これからどんな世界が広がっていくのか・・・。 

10 年後は私ももう会社員を卒業しているでしょうが、

そのときに、社会の進歩についていけているのか、マ

イペースでいるのか、振り回されているのか・・・楽

しみでもあり、不安でもありますが、どうせなら楽し

んでいきたいものです。 

(日本アイ・ビー・エム(株) ソフトウェア事業) 
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